　　　　　　　「大阪がん診療地域連携パス」について
　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　がん診療において医療機関の役割分担を進め、がん医療の質の保証と安全・安心の確保を図ることが以前にもまして重要となっています。このような中、標準化された診断診療体系に基づいて、疾患管理の全体像を可視化・構造化し、医療機能に応じた役割分担を明示するために欠かせないのが地域連携パスです。

一方、がん対策法に基づく、がん対策基本計画及びがん診療連携拠点病院の指定要件の見直しに伴い、拠点病院には５大がん（肺がん、胃がん、肝がん、大腸がん、乳がん）の地域連携パスの整備が求められております。

　このような中、大阪府内のがん診療連携拠点病院及び大学附属病院等により構成されている大阪府がん診療連携協議会（会長：堀正二　大阪府立成人病センター総長）では、昨年内部に地域連携クリティカルパス部会（部会長：東山聖彦　大阪府成人病センター呼吸器外科主任部長）を設置し、大阪府内における医療機関において共通して利用いただけるモデルとなる、「がん診療にかかる地域連携パス」の策定を行うことになりました。
　策定対象としては、５大がん及び前立腺がんを加えた合計６つのがん疾患を対象としています。
　地域連携パスの検討にあたっては、部会の中に疾患ごとに検討班を設置し、各拠点病院が分担して実務をとりしきっていただくとともに、府内においてがん診療に実績のある施設や診療所の医師、薬剤師、コメディカル等の方々にも参画いただき、昨年年12月末（肝がんは本年3月）において概ねの案を取りまとめていただきました。

　その後、内容については、パスを活用していただく各拠点病院等においてそれぞれの診療状況に合わせ（病院名や外来サービス等）一部変更いただいた上で、立地する各２次医療圏の医療機関（医師会）等のご意見を聴取させていただき、協議会として取りまとめさせていただきました。
皆さま方のご高配を賜りますようよろしくお願いします。
平成21年７月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大阪府がん診療連携協議会　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当資料は、協議会の案をもとに、大阪府立成人病センターの診療内容にそった形に一部改め作成したものです。地域の各医療機関の皆様のご意見、ご提案をいただき、より良いものとしてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府立成人病センター

（参　考）
※大阪府がん診療連携協議会（会長　堀正二大阪府立成人病センター総長）
大阪府下の都道府県がん診療連携拠点病院（府立成人病センター）及び14の地域連携拠点病院並びに府内の大学付属病院、大阪府健康福祉部により構成される協議会で、府下のがん診療連携等についての協議・各種研修計画の策定・実施等を行っています。

（参加施設等）

	大阪府立成人病センター
　市立豊中病院

　高槻赤十字病院

　星ヶ丘厚生年金病院

　市立岸和田市民病院

　大阪労災病院

　大阪赤十字病院

　大阪府立急性期・総合医療センター

大阪南医療センター
	　東大阪市立総合病院
　大阪市立総合医療センター

　大阪医科大学附属病院

　近畿大学医学部附属病院

　大阪大学医学部附属病院

　関西医科大学附属枚方病院

　大阪市立大学医学部附属病院

大阪府健康医療部


（地域連携クリティカルパス部会疾患別検討班）

　肺がん班　　（班長：東山聖彦　大阪府立成人病センター呼吸器外科主任部長）

　胃がん班　　（班長：古河　洋　市立堺病院院長）

　大腸がん班　（班長：小切匡史　市立岸和田市民病院副院長）

　乳がん班　　（班長：小川佳成　大阪市立総合医療センター乳腺外科部長）

　前立腺がん班（班長：今津哲央　市立豊中病院泌尿器科医長）

　肝がん班　　（班長：木岡清英　大阪市立総合医療センター肝臓内科部長）
※地域連携クリティカルパス

　がん診療連携拠点病院と地域の医療機関等が作成する診療役割分担表、共同診療計画表及び　患者用診療計画表から構成されるがん患者に対する診療全体を体系化したものをいいます。

がん対策基本法に基づくがん対策推進計画並びに厚生労働省の定めた「がん診療連携拠点病院の整備に関する指針（平成２０年３月１日厚生労働省健康局長通知）」において、地域がん診療連携拠点病院の指定要件として我が国に多いがん（肺がん、胃がん、大腸がん、肝がん、乳がん）について、地域連携クリティカルパスを整備することが定められています。

